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全学共通カリキュラム「ネット時代における『ミニコミ』の可能性� j開講

<講義各回:担当と内容>

第1回(9/25) 高木恒一(立教大学) オリエンテーション

第2回(10/2) 平野 泉(立教大学)� rミニコミつてなんだろう� ?J
第3回(10/9) 平野 泉(立教大学)� rミ二コミの保存と利用:これまでの経験と今後の課題j

第4回(10/23) 高木恒一(立教大学)� rメディアとしてのミニコミj

第5回(10/30) 友津悠季(立教大学)� r市民運動とミ二コミ(1) 戦後日本の社会運動史のながれを読むj

第6回(11/13) 友津悠季(立教大学)� r市民運動とミ二コミ(2) 岩手県・広田湾埋立開発反対運動と『美しい郷土.1J 
第7回(11/20) 友津悠季(立教大学)� r市民運動とミニコミ(3) rつなぐ』場としての東大自主講座運動と宇井純さんj

第8回(11/27) 実川悠太さん(水俣フォーラム事務局長)� r水俣病を『伝える』こと」

第9回(12/4) 安東つとむさん(フリージャーナリスト)� r大災害のときミニコミはどんなこと力、できるか~阪神大震災の現場取材から見えてきたものJ
第� 10回(12パ1) 山崎久隆さん(たんぽぽ舎副代表)� r市民運動とメディア~自己の経験を中心に ~J

第� 11回(12パ8) 内田聖子さん(アジア太平洋資料センター(PARC)事務局長)� r社会運動と民主主義 その1:なぜ人びとは『運動のメディアjを発行し続けるの力、?J
第� 12回(1/8) 内田聖子さん(アジア太平洋資料センター(PARC)事務局長)� r社会運動と民主主義 その2:グローバルに広がる『運動のメディア.1J 
第� 13回(1パ5) 田中好子さん(パレスチナ子どものキャンペーン事務局長)� r'¥レスチナ問題とメディア、ミニコミJ/ 
第14回(1/22) まとめ

共生社会研究センターでは、� 2012年度全学共通力リキユラム(教

養教育に相当)科目として「ネット時代における『ミ二コミ』の可

能性Jを開講しました。

この授業の目的を、シラパス(講義概要)では以下のように書き

ました。

今日におけるミ二コミの可能性を現場の方も含めて検討してい

く。授業では環境問題や反原発運動、草の根の国際支援などに関わ

る市民運動やミ二コミづくりを実践している方々をお招きして、現

場の視点、と研究者の視点、から、今日におけるミ二コミの力と可能性

を考えていく。

この科目が設置された主題別科目� Bの力テゴリ は、� 1回の講

義に3人が登壇する形式で授業を進めます。そこで、センタ一長の

高木が毎回の進行役を務め、学術調査員の平野が全� 14回の授業に

参加(うち講義を� 2回担当)、環境社会学-住民運動論の専門家で

ある友津悠季先生に3回の講義をお願いしました。さらに、この授

業では以下の表のとおり、市民-住民活動の現場の方々をお招きし

て、それぞれの経験を縦横に語っていただくとともに、講師の方と

高木と平野の鼎談も試みました。

受講者は� 1年次から4年次まであわせて� 312名。ただし学生た

ちのなかにはミ二コミに関心力、あるというよりも、「楽勝科目Jと

考えて登録したものも少なからずいたようで、最初の数回の授業で

は受講態度はよくありませんでした。しかし、回が進むごとに学生

の関心が高まり、特に現場の方々力、らのお話に対しては、驚くほど

真剣な受講態度でした。

授業の最後には質問の時閣を設けていますが、数は少ないものの

鋭い質問が出ています。このなかでは、反原発の活動に興昧がある

が、友人にこの話をすると冷ややかな扱いを受けるというような学

生たちの状況を率直に語ってくれる学生もいました。また、毎回提

出させているリアクシヨンペーパーでは、当初はミニコミにも社会

高木恒一(共生社会研究センター長)

運動にもはじめて触れるというような反応が多かったので、すが、後

半になるとミ二コミの可能性、運動の可能性、さらにはミ二コミや

市民活動を通して社会をどのように考えるのか、といった問題と真

剣に向き合う声が多数出るようになりました。そしてここから、素

朴ながらも、ミ二コミや市民活動を通して社会のあり方を考え、よ

りよい社会をどう産み出すかという視点を持つ学生も現れていま

す。例えばミ二コミの有効性について[今まではメディアが流して

いる情報が世の中で起こっていることと思ってみてきましたが、メ

ディアが流していないこともいっぱいあるのだとわかりましたH人

をつなぐということで、ミ二コミはかかせないものだと思ったJと

いうような声が寄せられています。そして最後になると、ミ二コミ

や市民の活動について「自分で自分の問題を“言葉"にすること、

共有すること、発信することが大事なんだと思いましたJ Iミ二コ

ミなどで発信されたものが受け入れられ、それにより議論が起こる

ことが民主主義なのだと思いますJという発言、さらには[自分が

社会に対し関心を持ち、戦うこと。これをひろめられたらいいなと

思いましたJI関心を広げて行くこと、外の世界に興昧をもつこと、

そして世の中で起こっていることに対してきちんと向き合ってそれ

に反応し続けていかなければならない、そのこと自体が生きていく

うえでの権利てeあって義務なので、はないかと感じましたJなど、こ

の授業のテーマを自らの問題として受け止めてくれた学生も出てき

ました。

学生たちにミ二コミと活動の魅力と可能性を多少なりとも伝える

授業ができたのみならず、センタ 資料への関心を高め、市民の活

動への興昧と意欲を産み出すことができたのではないかと感じてい

ます(センタ-資料を閲覧する学生も現れました)。そして何よりも、

自分たちも発言し、アクションを起こす当事者であるということに

対する「気付きJを産み出せたのではない力、と思っています。

ご多忙のなか、講義に協力いただいた皆様には深く感謝申し上げ

ます。この授業は� 2013年度も開講の予定です。

http://www.rikkyo.ac.jpjresearchjlaboratoryjRCCCSj


公開講演会<2012年9月15日(土)、� 14:00....... 17: 00> 
I問いつづけた原子力 雑誌『技術と人間』が残したものJ 
2012年4月、人間と科学技術の問題に長年取り組みつづけた雑誌『技 ん(ジャ ナリスト、市民バイオテクノ口ジー情報室代表)と西尾漠さん� 

術と人間』の掲載論文から、原発問題に関する論文を集めた選集『問いつ (rはんげんばっ新聞』編集長、原子力資料情報室共同代表)をお招きして

づけた原子力 雑誌「技術と人間Iが残したものJ(大月書庖)が刊行さ 公開講演会を開催することができました。『技術と人間jに関わった方々

れました。同書の編集にあたりセンターをご利用いただいたご縁もあって、 を含め、原発問題に関心のある60名ほどの方が集まり、活発なやりとり

共催というかたちで大月書屈のご協力を得、同書の編者である天笠啓祐さ が交わされた当日の様子を、� 2名の参加者よりご報告いただきます。� 
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新聞では日本政府による今後の原発政策策定が報道されていた� 2012
年� 9月� 15日、立教大学池袋キャンパスで公開講演会「問いつづけた原

子力一雑誌『技術と人間』が残したものjが開催された。

講演会終了後に参加記の執筆依頼を戴いた際、原子力 ・原発問題と深く

係わった今回の講演会について記すのに私が適任とは思えなかった。高校

時代に化学と物理の劣等生て・あった頃以来、政治的 ・社会的な問題として

の側面に一定の関心は有していたものの、原発の安全性に関する議論その

ものに接することはなく、全体として原発問題について深く知ることはな

かったように感じているからだ(例えば高木仁三郎『市民科学者として生

きる』岩波新書、� 1999年を入手はしていても、今回の講演会を機に読了

するまで未読のままだった)。今回この講演会に参加した理由も、センター

の資料整理にわずかながら関わっている者の 人として、所蔵資料である

『抜術と人間』や普段あまり接することのない科学技術分野のジャ ナリ

ズム ・出版界の状況に単純な興昧を有していたという程度に過ぎない。そ

のためごく限られた視角からの紹介に留まってしまうけれども、 参加者

として講演会について振リ返って記すことと したい。

天笠啓祐氏の講演は、故高橋罪編集長と共に『技術と人間』の編集に

当たった経験に基づきながら『技術と人間Jの歴史を振り返ったものだっ

た。当日参考資料として配布された『図書新聞』掲載の同氏の文章と基

本的に共通する内容だったが、講演であることを活かし様々なエピソー

ドや写真などの紹介が加えられており、苦労された話も笑顔で語られて

いる様子が印象的だった。企業と関係の深い出版社から発行していた当

初は受け入れていた企業広告を、独立後は受け入れない方針と したこと

など企業とジャ ナリスムとの関係に関する点が興昧深かった。『金属j

などを発行する企業寄りの雑誌の取材だと思い込んだある企業が積極的

に内部情報を開示して取材を受け入れた力¥安全性について批判的な記

事を掲載した後でその企業が怒ってきた、という事例も紹介された。ま

たアジア太平洋資料センターの武藤一羊を通してフィ リピンの民主化運

動と『技術と人間』とが意外な関係を持ったこと、武主主三男 ・星野芳郎

水戸巌などの科学者との関係が雑誌を編集していく上で大きな役割を果

たしたことなどにも言及された。

『抜術と人間』の寄稿者の一人であった西尾漠氏の講演は日本の原子力

開発史と『技術と人間Jも含めた原子力問題への取り組みとを振リ返っ

たもので、『技術と人間』創刊後の原発新設計画は反対運動によってほと

んど阻止されたこと、従来日本では原発の計画-設置された地域での反

対運動が主流て・あったのに対し、福島第 原発事故以降の反原発運動で

は地域を超えて都市部でも運動が起きていることなどに言及された。個

人的に同氏の講演から思い起されたのは古厩忠夫『裏日本j (岩波新書、 

1997年)で、同書は「裏日本Jという概念を通じて日本海側地域の近

現代史を取り上げているが、東京の電車に電気を供給する信濃川の水力

発電所や巻原発に関する住民投票についての言及があったことを思い出

し、原発について地域という視点、から捉えることの重要性を改めて感じ

させられた。

講演会の後半では天笠 ・西尾両氏の震災と原発事故発生時の経験、事

故後の活動などが語られ、質疑応答では除染の問題や原発の安全システ

ム、大学にとっての原発問題などの主題が取り上げられた。両氏にとっ

てもこれほどの規模の事故が起きることは予想外で大きな衝撃を受けた

こと、かつて『技術と人間』でも取り上げたチェルノブイリ原発事故に

関して、現在振リ返ると「外国でのことjという意識があったことは否

めなかったのではないかという問いなどを、原発について問い直す活動

を行ってきた両氏が率直に語っていたことが印象的だった。

今回の講演会から、『技術と人間』という過去のジャーナリズムは、原

発問題に限らずジャーナリズム一般について考える際にも様々な問題を投

げ掛けていること、そして今日における原子力� E 原発に関するジャーナリ

ズムや情報の伝達の在り方が問われていることを感じさせられた。『技術

と人間』が雑誌として、例えば西尾氏の言及したようなその時その時で考

えられていたことを記事に留めていくような記録性、或いは高橋編集長が

毎年チ工ルノブイ リ事故特集号を出し続けたような継続性を活かして、原

発が整備されていった時代に原子力・原発の安全性を聞い続けた存在だっ

たとすれば、原発事故後の様々な問題に直面しインタ ネットなどて・の情

報伝達の発展を見た今日において、原子力 ・原発に関する情報発信・問題

提起 ・議論を担う存在はいかにあるべきなのか。原発問題と共に多くの問

題に関して考えさせられる問いではないかと思っている。� 
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201 1年� 3月� 11日に東日本大震災が起き、震災と大津波とによって

破滅的な事故を起こした東京電力の福島原発と、その後の日本、そ して

世界を考えるとき、もう自分の生きている間にこの傷が修復されること

はないだろう、と、何もかも投げ出したくなるような気分の毎日て・あった。

そんな時、共生社会研究センタ の講演会に足を運んだ。同センタ

には、横浜の地で� 28年間、ささやかに続けているグループの機関誌を

通じてお世話になっている。

そのグループの理念は「共生J。発足当初は、ハンデイキャップを持つ

子どもたちを、その周囲にいる子どもたちとの共生の中で育てていこう、

という思いを掲げて歩んできた。その結果はつ一確かにグル プのメン

/てーにはその思いは浸透し、 人 人の意識改革も進みつつあると思う。

しかし、社会全体力、ら見ると、高度成長期の日本における障碍者対策は、

障碍を持った子らとその親を専門性の中に丸投げし、 般の学校や社会

から排除するという、「共生Jとはほど遠い形を作り上げる結果となった。

般の学校の子どもたちの中に、新たないじめや自殺といった問題が多

発しているのも、そこに端を発しているのだ。

地元のグル プ活動と併行して、私自身は、� 1986年のチェルノブイ

リ事故後に生まれた日本での<脱

者差別J I原発立地住民への差別Jといった、差別の構造の上に成り立っ

ているのが原子力発電所である、という言葉。そして今、福島で、被曝

から子どもたちだけでも守りたい、と、家族力、バラバラになっても移住

を決意する人々に、[現地から逃げた 川 とのそしりを投げかけるなど、

新たな差別を生み出しているという。

かの太平洋戦争終結のために使われたという原爆。 犠牲になったたく

さんの命。それを忘れたかのように、平和利用の名のもと� 50墓を超え

る原発を作り、巨大地震による過酷事故を起こ して、その汚染除去の見

通しも立たない今、力、けがえのない日本の土を、7]<を、どうやって次の

世代に残せるのか。海の汚染は、地球全体にも及ぶであろう。� 5年後、� 

10年後に現れてくるであろう人的汚染を考えるとき、� 2度も大きな犠

牲を生まなければ変えることが出来なかった日本という固にいることが、

責められてならない。

そんな中での公開講演会であった。 『技術と人間』に� 750もの論文を

掲載されたという事実。そして今なおその志は生きている。天笠さん、

西尾さんのお話は、心にしみるものであった。また、会場 杯に席を埋

めていた方々の姿にも、まだ希望はある?との思いを感じた。

今は亡き高木仁三郎さんがおっしゃったという、「原発は体制そのもの

であるJという言葉。そして、それを変えるためには、<文聞の転換>

のようなものが必要なのだとも。

人聞が技術を駆使し、それを高め、更に新しい技術を生んでいくその

原発>の運動にも関わってきた。 先に、本当に人間に幸福をもたらすものがあるの庁どうか。先祖伝来の

さかのぼれば、それは幼時期に 田畑や海で、自然を相手に喜らしを立ててきた人々が、放射能汚染によっ
国
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つくる・うごく・つながる� (3)発行:みんな新聞社

『みんな新聞』 創刊:1982年

所蔵号数:Wみんなしんぶんj1-153，156-184，186-200，202-

369，370-400 /Wみんな新聞j401-

古橋研ーさん(みんな新聞社 4代目編集長)

.家族新聞の誕生

立教大学共生社会研究センターに収集されているミニコミ紙は、か

つての住民図書館(丸山尚館長)の収集紙をペースに収集が継続され
ている。わが家の『みんな新聞jも、その時代からの長いお付き合い

である。
みんな新聞は、� 1982年(昭和57年)� 2月に調布市の片隅で小学

年生の長男を編集長に創刊されたいわゆる家族新聞である。

住民図書館が編纂した� fミ二コミ総目録J (1992年/平凡社発行)

では、家族新聞は地域活動の分類に入っている。収集されている34
紙の創刊期を見ると、『みんな新聞j同様に1980年代にその多くが産

声を上げている。その理由の一つにコピー機の普及があり、写真のア
ルパム記録とは別に文書による記録を残す手段を手にすることが出来

た事にある。家族新聞は子どもの成長記録には始まり、両親や親戚と

のコミュ二ケ シヨンの輪を担っていった。高揚期には、全国の家族
新聞交流組織まで出来た程である。� 

fみんな新聞jも同様で、息子が書いた作文を掲載し、子ども中心

の新聞づくりに家族して謡歌していたのである。

.子どもの成長は新聞発行の危機?

しかし、家族新聞の目的が子ども達の成長記録であるがゆえに、子

どもが大きくなり新聞発行に関心がなく時期に入ると、家族新聞は大

きな壁に突き当たる。それは子どもの成長によるものであった。親に

すると、子育てが一段落した頃であり、親の体力も減退してくる時期

でもある。これを機会に廃刊する家族新聞も多い。これも家族新聞の

宿命なのかも知れない。

.家族新聞から地域へ脱皮

『みんな新聞jも、何度も廃刊の危機に会いながらも、まだ新聞発

つくる・うごく・つながる(4) 発行:新光会

『新光』 創刊� :1949年

所蔵号数:78・125，179，236・240，242・246，249-250，252-301，305-309，311・337，339-
349，351，353・355，359-418，422-423，425・433，435・439，442刈4，446・447，455・458，460・(1957・)

小西桂子さん(新光会会長)

全国中途失聴者難聴者の会「新光会jの始まりは、� 1948年(昭和� 

23年)春。 三重大でK医師の頚動脈注射による難聴治療の研究が新

聞に掲載されると、この治療を求めて、病気や戦傷などで失聴した2
千数百人力 ~K医師を訪ねました。入院治療中の人々が同じ悩みを共有
していると知り、そこから親睦のグループが生まれました。この治療

は効果なく帰郷したのですが、その後、互いに失聴の苦しみを理解し

あえる友となり、励まし合い、体験談や、耳に関する情報などを交換

しようと機関紙� f新光j第1号を1949年(昭和24年)� 7月に発行。そ

れ以来、月� 1回の発行は、一度も休刊することもなく、� 2013年(平成� 

25年)� 1月で734号を数えました。

初代会長は、三重蔚徳永寺jの住職の静永賢道氏です。� 1952領昭

和27年)には、名古屋の若宮会館で第1回の全国大会を開催していま

す。この年1回の全国大会も毎年各地で開催され、� 2010年(平成22年)

には60周年記念大会が大阪で盛大に執り行われました。

先天性主主者とは違い、人生の途中で難聴になったり、失聴した人ほ

ど自分の障害への受容が難しく、社会や職場でのコミュ二ケーション

がうまくゆかず、孤独に悩み、精神的にもつらい日々を過ごします。そ

んな時、新光会の仲間が心の支えになってきた、という会員さんがほ
とんどです。

昭和30年代にアメリ力から輸入された結核の特効薬ストレブトマイ

シンの副作用で、聴神経が侵され難聴になった人がたくさんいます。� 

この薬は、結核の治療だけではなく解熱

剤としても使用され、小さな子供にまで
注射して難聴児が増えました。後にスト

マイ難聴裁判が起されて大きな社会問題
となりました。そういった記録も『新光』

誌に記載されていて、戦後の難聴者の歴
史を垣間見ることができます。f新光』 ー表紙も跨itにより変化

行に関心のある長女や次男に編集長をパトンタッチさせ、発行を維持

させてきた。記事の内容も、成長記録から社会問題との結びつきを強
める方向に舵を取り出した。この問題では丸山尚館長さんのアド/てイ

スもあり、家族から見た社会の窓としての新聞に変化させることにし

たのである。� 

1993年(平成5年)に調布市で起きた「図書館の民間委託問題Jでは、

家族の意見を出し合い紙面に書いている。子ども自身社会に発言する

新聞になったので・ある。それでも、基本的な問題は解決されないまま
であった。

次男の子育てが終わる頃、思い切って子ども達から親が新聞を取り

戻す事を決意する。家族新聞の枠を外し、地域を基礎に声を上げてい

く新聞に脱皮したのである。この歩みに謂布の図書館との結びつきが
あった。それは2000年� (400号)を超えた頃であった。

調布の図書館と市民で立ち上げた協働の「市民の手によるまちの資
料情報館」で一緒になって、地域の歴史史料の掘り起しを行っている。

この情報も地域史を掲載する『みんな新聞jにとって貴重なものであっ
た。

.センター訪問とこれからの新聞 

fみんな新聞j創刊30年の年でもある2012年(平成24年)� 2月23
日に、調布図書館司書の3名とセンターを見学訪問した。収集したミ

二コミ紙の数と館内に整然とした整理方法に感心させられる。時期が

東日本大震災から1年未満だったので、書棚の下に新聞が挟まったま

まの状態が印象的であった。

訪問の目的の一つである地域資料の収集方法について、平野泉さん

からご意見を伺った。そのアド/てイスを基礎に、国領図書館では「お

持ちの写真の提供Jの張り紙を出し、催しと合わせて何枚かの貴重な
写真等史料を入手している。

現在のパソコン等通信機器の発達普

及から見ると、紙べスの家族(地域)

新聞など時代遅れと思われがちである。
それはそれとして、『みんな新聞jは、月

刊� (2種類)の発行を続けている。どこ

まで発行できるかは体力まかせ、紙(かみ)

まかせの『みんな新聞』なのである。� rみんな新聞j創刊号と708号� 

60周年大会を機に、記念文集を作成

することになりました。その1年位前に、
埼玉大学共生社会教育研究センター力、ら� 

f新光J 700号達成に対して暖かいお祝

いのお言葉を頂きました。当センターへ
移転後、閲覧のご案内の葉書を頂き、古

い 『新光j誌を閲覧して過去を振り返っ
ンター(2012年3月6日)

てみることが文集作成にも役立つとの意

見が出て、� 2011年(平成23年)� 3月7日に役員6人で上京、その3日

後には、未曾有の東日本大震災があリ、この年の上京は忘れ得ないも

のとなっています。

当日は、東京の会員さんの案内で当センターへ。職員さんに温かく

迎えていただき、聞こえにくい私たちのためにボードに筆記していただ

き感謝しています。どこに行っても書いて頂けるのが一番うれしいです。

普通に話せても聞こえない人が沢山いることを広く世間に知って欲し
いです。

センタ の2階の書庫には、� 1990年9月号� (475号)より、パック

ナンバー順にきちんと整理され大切に保管されていて、一同感激しま
した。ここで『新光jは生き続けてきたのだと胸が震えたのです。� 

2回目の閲覧は2012年(平成24年)� 3月6日。当センターに過去

の� f新光』誌が大切に保管されている記事を、『新光J723号� (2011
年5月号)で読んだ古参会員から、昭和30年代、� 40年代の『新光』

の寄贈があり、それを納めに行きました。ガリ版刷りで手書きのセピ

ア色になった昭和30年代の『新光j誌です。私たちの生きてきた証の
ような『新光jが永遠にセンターで生き続けるのだと思うと、前回の

訪問と同様、熱いものがこみ上げてきました。
社会で孤独にあえぎも力、く私たちに、世の中の新しい光になるよう

『新光』と名付けられたと想像しています。

設立以来、“親睦と和"をモットーに、会員同士の鮮を大切にして

きました。会員の高齢化も進んでいますが、お元気な方は89才でも例

会に参加されます。年に� 1回の全国大会や合宿のほか、毎月の例会や� 

J¥イキングサークル 「四季の会j、大阪では手話、口話教室など、心と

体の健康維持に努めています。

難聴者になって心まで病むのはあまりにも悲しい。新光会で楽しい

余生を送っていただきたいと願っています。

(新光会へのご連絡をご希望の方は、センターまでご一報ください。)



【ミニコミ掲載震災問手タの仇】�  センタ一利用案内| 
センタ では、� 2011年3月11日の東日本大震災以来、ご

寄贈いただくミ二コミに掲載されている震災(原発事故を含

む)関連記事のデ タを収集しています。� rPRISM.lNo目� 2 

(2012年3月発行)で、そうした蓄積が高木恒センタ 長

の学部3年生ゼミで利用されていることをご紹介いたしまし

たが、高木ゼミでの利用は今年度も続き、多くの学生がミ二

コミに触れるきっかけとなりました。また今年の秋口には、

国立国会図書館から、同館の「東日本大震災ア 力イブ事業J

との連携� -デ タ提供について依頼がありました。データ提

供については、ミ二コミを発行されている皆さんに文書でご

意向を確認すべく� 11月末に文書を送付し、その後デ タ提供

と公開につきお許しをいただいた第 障のデ タ1，974件に

ついて、� 2013年1月、国立国会図書館に送信しました。さら

に年閉けからは、立教大学学術推進特別重点資金� (SFR) r課

題解決型シミユレ シヨンによるESDプログラムの開発研究J 

(2012-14年度、研究代表者:阿部治� -社会学部教授)にお

いて、原発事故に関する市民側の認識と情報発信がいかなる

ものであったかを考えるための基礎デ タとしての活用が検

討されています。� 

[2012年度センター組織}

センタ 長高木 恒 (立教大学社会学部教慢)

運営委員会高木 恒一(センタ長、立教大学社会学部教授)

藤林 泰(富IJセンター長、埼玉大学教慢共生社会教育研究センタ長)

沼尻 晃伸(副センター長、立教大学文学部教授)

老川 慶喜(運営委員、立教大学経済学部教授)

市橋 秀夫(運営委員、埼玉大学教養学部教授)

町村 敬志(運営委員、一橋大学大学院社会学研究科教授)

スタッフ 学術調査員:平野泉

事務局� :浅利 祐 子 �  

( 編集後記 】l
センタ-設立から3年目、ようやくセンターの存在が学内外

で知られてきたように思います。卒業論文の資料としてセン

ターのミニコミを使う学生も少しずつ増えてきました。また、

これまでのミ二コミ� -機関誌コレクシヨンに加え、宇井純公害

問題資料コレクション、べ平連資料、横浜新貨物線反対運動資

料、練馬母親連絡会資料などが利用可能となったため、全国か

ら、そしてはるばる海外からも研究者の方が訪れてくださって

利用資格

とくにありません。立教大学共生社会研究センタ一所蔵資料

の利用を希望される方は、どなたでもご利用いただけます。

開館時問

責ご利用には事前予約が必要です。

月~金曜日(祝日をのぞく)10・00-12:00、13:00-16:00 

ただし、立教大学の一斉休業日のほか、資料整理などのため

臨時に閉館する場合もあります。その場合はあらかじめセン

ターホームページなどでお知らせいたします。

閲覧

初回に簡単な利用者登録をお願いいたします。

資料は原則として開架式です。ホームページ上で公開してい

るデータベース検索により、あるいはスタッフと相談のうえ

閲覧を希望する資料を特定し、閲覧申請書に記載して提出し

てください。

閲覧に際しては、スタッフの指示に従ってください。

資料の貸し出しは原則として行ないません。

閲覧制限等

資料は原則公開ですが、プライパシー侵害の有無や資料保存

の観点などから閲覧を制限する場合があります。詳しくは下

記までお問い合わせください。

{お問い合わせ・ご予約は】

立教大学共生社会研究センター

干171-8501東京都豊島区西池袋3-34-1(ミッチエル館西棟) 4 
電話:03-3985-4457 FAX:03-3985-4458 

E-mail:kyousei@rikkyo.ac.jp 

{センターへのアクセス} 

JR私鉄地下鉄各線� 

PRIS恥A-AN.陥ew1'印仰附附ゲ何s/'e伽必/た� of伽� e白earcκ� en

March 2013 .4， 一 卜5白冶討r vil5oCIo悶町
います。テーマの近い運動研究者お2人の議論に、資料整理を

ゐrCo∞opeeltiv陀e，� Ci etie No 

しているリサーチ ・アシスタントがいつの間にか加わっていた 3-34-1Nishi-Ikebukuro，Toshima-ku，Tokyo，Japan 171-8501 

Tel:+81-3-3985-4457 Fax +81-3-3985-4458 
り、センターで出会った学生さんたち力、一緒にお昼を食べに E-mail:kyousei@rikkyo.ac.jp 

いったりそうした光景力¥この小さな閲覧室で見られるよ ac.kkyo.ri/wwwp:/ ↑↑h jp/research/labora↑ory/RCCCS/ 

うになったのはうれしい限りです。資料が持つ、人と人とをつ

なぐ力。その力が十全に発揮されるよう、居心地がよく、利用

しやすいセンターになればと願っています。

(平野) 会境問時附� 

http:kyousei@rikkyo.ac.jp
http:kyousei@rikkyo.ac.jp

